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概  要 

 

電気二重層キャパシタは、化学反応を使わずに電気エネルギーを蓄えるた

め、高速な動作が可能で、寿命が長く安全性も高いことが特長です。しかし、

普及のためには、製造コストの高さが課題とされています。主要原料の活性炭

は、原材料コストの 1/3 を占めております。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来は活性炭原料として、石油や石炭などの化石資源、ヤシ殻、木粉が用い

られてきました。しかし、化石資源の枯渇や地球温暖化、ヤシ栽培の縮減、中

国など新興国での需要増により活性炭価格が高騰しています。コーヒー滓は日

本国内で大量に排出されており、活性炭として最適な多孔質構造をもっていま

す（写真１）。これにより安価で高性能な活性炭が製造できます。 

本技術の 

有用性 

 コーヒー滓は、主に焼却処分や埋立処分により処理されており、温室効果ガ

ス発生や埋立地不足などの問題があります。本技術では究極のカーボン固定と

いえる炭素化により高性能な活性炭を作製します。この活性炭は蓄電池材料に

利用でき、昨今のエネルギー問題に対する有用な技術となります（写真２）。

廃棄物の再利用とエネルギー問題への取り組みの両立が可能となります。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

  

適用可能製品 電気二重層キャパシタ（電気自動車、家電製品、新エネルギー発電） 
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写真１ コーヒー滓の多孔質構造 写真２ エネルギー回生装置 


